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平成２２年１２月相模原市教育委員会定例会 

 

○日  時 平成２２年１２月１６日（木曜日）午後２時００分から午後３時０１分まで 

○場  所 相模原市役所 教育委員会室 

○日  程 

１．開  会 

２．会議録署名委員の決定 

３．議  事 

日程第 １（議案第４３号） 相模原市教育委員会の非常勤特別職職員の報酬に関する

規則の一部を改正する規則について（教育局） 

日程第 ２（議案第４４号） 教育財産の取得の申出について（生涯学習部） 

日程第 ３（議案第４５号） 相模原市立中学校教職員の人事について（学校教育部） 

４．閉  会 

 

○出席委員（５名） 

委 員 長  溝 口 碩 矩 

委員長職務代理者   小 林 政 美 

教 育 長  岡 本   実 

委 員  金 川 純 子 

委 員  斎 藤   文 

 

○説明のために出席した者 

教 育 局 長  三 沢 賢 一  教 育 環 境 部 長  村 上 博 由 
 
学 校 教 育 部 長  小 泉 和 義  生 涯 学 習 部 長  大 貫 英 明 
 
教 育 局 参 事  林     孝  教 育 総 務 室  田 中 雅 幸 
兼教育総務室長           担 当 課 長 
 
教 育 総 務 課  桐 生 卓 郎  教育総務室主任  濱   陽 子 
総 括 副 主 幹            
 
教 職 員 課 長  菊地原 宏 明  教職員課担当課長  細 谷 正 行 
 
青 少 年 相 談  山 口 則 夫  青 少 年 相 談  浅 野 信 弘 
セ ン タ ー 所 長           センター担当課長 
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青 少 年 相 談  高 橋   章  青 少 年 相 談  岸   和 彦 
センター担当課長           セ ン タ ー 主 幹 
 
文化財保護課長  山 田 不二郎  文 化 財 保 護 課  川 島 和 章 
                   担 当 課 長 

 

○事務局職員出席者 

教育総務室主査  坂 本 正 俊  教育総務室主任  田 所 耕 祐 
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午後２時００分 開会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□開   会 

◎溝口委員長 それでは、ただいまから相模原市教育委員会１２月定例会を開会いたします。 

本日の出席委員は５名で定足数に達しております。 

本日の会議録署名委員に、斎藤委員と金川委員を指名いたします。 

はじめにお諮りいたします。本日の会議の日程１と２については公開の会議とし、日程

３、議案第４５号、相模原市立中学校教職員の人事については個人情報が含まれておりま

す内容ですので、公開しない会議として取り扱うことで、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

◎溝口委員長 では、本日の会議は日程３を非公開とし、それ以外の議案については公開と

いたします。 

傍聴人の方は、お入りいただいて結構です。 

（傍聴人入場） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市教育委員会の非常勤特別職職員の報酬に関する規則の一部を改正する規則につい

て 

◎溝口委員長 それでは、議事日程に基づき、これより日程に入ります。 

日程１、議案第４３号、相模原市教育委員会の非常勤特別職職員の報酬に関する規則の

一部を改正する規則についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○林教育総務室長 議案第４３号、相模原市教育委員会の非常勤特別職職員の報酬に関する

規則の一部を改正する規則につきまして、ご説明申し上げます。 

本議案は、スクールソーシャルワーカーの設置に伴う報酬額の設定をいたしたく提案す

るものでございます。 

スクールソーシャルワーカーにつきましては、複雑な家庭環境等からくる不登校、非行

等について、教育と福祉の両面の立場から、子どもを取り巻く環境に働き掛け、問題解決

の役割を担うため、新たに設置するものでございます。 

報酬額につきましては、月額２６０，０００円とするものでございます。 

なお、本規則の施行期日につきましては、平成２３年４月１日からとするものでござい
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ます。 

以上で、議案第４３号の説明を終わらせていただきます。よろしくご決定くださるよう

お願いします。 

◎溝口委員長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

◎金川委員 小学校や中学校には、子どもたちの相談を受けてくれたり、家庭の相談をする、

青少年教育カウンセラーという方がいらっしゃると思うのですが、その方とはまた違った

役割なのでしょうか。 

○山口青少年相談センター所長 本市におきましては、心理の専門家でございます６６名の

青少年教育カウンセラーを小中学校に派遣しております。しかし、近年、児童生徒の不登

校、いじめ、虐待、非行の背景には、その児童生徒の置かれております社会環境や家庭環

境が起因している例がございます。 

そこで、社会福祉の専門知識を有しました、教育と福祉の両面から、児童生徒を取り巻

く環境との間で調整・仲介・相談活動を行うスクールソーシャルワーカーの必要性が生じ

てまいりました。 

◎小林委員 スクールソーシャルワーカーの配置に関してですが、これは配置に至るまでに、

学校現場の声をどのように受けとめておりますか。 

○山口青少年相談センター所長 配置にいたる経過でございますけれども、各中学校の生徒

指導主任会ですとか、そういった場におきまして、学校の担当者のニーズを把握しました

り、校長会の役員等からその辺のニーズの情報収集に努めております。 

さらに、既に実施をしております他市に青少年相談センターの指導主事を派遣いたしま

して、聞き取り調査をしてまいりました。具体例を申し上げますと、この近辺では川崎市、

横浜市、さらに福生市、杉並区、以上４市区に聞き取り調査をしてまいりました。 

◎斎藤委員 先ほど青少年教育カウンセラーが６６名というお話がありましたけれども、こ

れから予定されているスクールソーシャルワーカーは何名くらい配置されるのかと、それ

から、どういう勤務体制になっているか、ちょっと聞かせていただけますでしょうか。 

○山口青少年相談センター所長 今現在、予定をしておりますスクールソーシャルワーカー

の配置でございますけれども、２名程度を想定しております。 

勤務体系でございますけれども、青少年教育カウンセラー同様、週４回、１日７時間３

０分間の勤務を予定しております。 
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◎斎藤委員 そうしますと、この月額２６万円という根拠は、青少年教育カウンセラーの方

と同様の勤務体制ということで算定されたと理解してよろしいでしょうか。 

○山口青少年相談センター所長 今のご意見のように、青少年教育カウンセラーも２６万円

で、今回導入いたしますスクールソーシャルワーカーも同額の２６万円を想定しておりま

す。勤労日数も同じですけれども、職種の差こそあれ、やはり共同で仕事をする以上は、

上下がなく、同等の給与で、連携を図ってもらうことが一番望ましいという判断をいたし

ました。 

◎金川委員 今までは心理の専門家の青少年教育カウンセラーという方たちが、教育の専門

家の先生たち以外にいらっしゃって、子どもたちの環境を見守っていてくださり、今度は

また福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーが入っていただくということは、子

どもたちにとってよい環境が増えるので、いいことではないかと思っております。 

◎溝口委員長 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ありませんので、それでは、これより採決を行います。 

  議案第４３号、相模原市教育委員会の非常勤特別職職員の報酬に関する規則の一部を改

正する規則についてを原案どおり決するにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ご異議ございませんので、議案第４３号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□教育財産の取得の申出について 

◎溝口委員長 次に、日程２、議案第４４号、教育財産の取得の申出についてを議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

○大貫生涯学習部長 議案第４４号、教育財産の取得の申出につきまして、ご説明いたしま

す。 

本議案は、国指定史跡川尻石器時代遺跡用地の取得の申出について、教育委員会に提案

するいとまがなかったため、相模原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則

第２条第２項の規定により、臨時に代理処理したもので、同条第３項の規定により報告し、

承認を求めるものでございます。 

取得財産の概要について、ご説明申し上げます。 
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２ページの案内図をご覧いただきたいと存じます。 

史跡の当該地は、緑区谷ケ原の相模川北側の河岸段丘上に位置しており、図上の赤く塗

りつぶした部分が史跡指定地でございます。 

３ページの公図に史跡内での位置を示しております。 

破線で示した国指定史跡範囲のうち、太い実線でお示しした４筆、これが今回の申出の

ものです。斜線の部分は既に取得済みの部分となっております。 

恐れ入ります、また１ページ目の表にお戻りいただきたいと思います。 

所在につきましては、緑区谷ケ原二丁目７７３番２ほか、合計４筆でございます。地目

は、畑及び宅地でございます。 

地積は、１，９５８．９２平方メートルでございます。 

相手方につきましては、宮嵜迪子氏ほか４名の共有者及び小池和男氏、小池榮氏でござ

います。 

取得価格でございますが、総額８，７５６万円となります。 

なお、川尻石器時代遺跡の概要につきましては、文化財保護課長よりご説明いたします。 

○山田文化財保護課長 それでは、続きまして、遺跡の概要について、ご説明させていただ

きます。 

４ページをご覧いただきたいと存じます。 

史跡川尻石器時代遺跡の概要についてでございます。 

まず、この史跡の指定年月日でございますが、昭和６年７月３１日に指定されました。

以後、平成１３年、１６年、１８年、３度の追加指定がございました。 

史跡指定の面積でございますが、これまでで合計２万３，３５６．６２平方メートルが

史跡として指定されてございます。 

括弧内にありますが、このうち、市有地、公有化されている土地の面積でございますが、

これは今回の取得予定の面積１，９５０平方メートルを加えまして、１万９，９０３．６

５平方メートル。率にしますと、８５．３パーセント。これが公有化されるということに

なります。 

史跡の指定理由でございますが、読み上げますと、神奈川県北部、相模川北岸にある縄

文時代中期から後期にかけての大規模な集落跡でございます。古くからの調査歴をもち、

豊富な遺物とともに、敷石住居、配石遺構、配石墓群など礫石を多用した遺構を特徴とし

た遺跡でございます。 
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下に写真がございます。ちょっと薄いかもしれません。 

左側が史跡の現況でございまして、南西の上空から望んでいるところでございます。中

央部分、草地のところ一帯が史跡指定地でございます。 

右側が、書いてありますように、ここで発見されました縄文時代後期の敷石住居のあと

でございます。これはこのような形で、発見された当時の状態をそのまま露出させて展示

しているという状況でございます。この周りの石の四角い囲みは、これは保護のために人

為的につくった保護柵でございます。真ん中の石が散らばっているといいますか、そうい

う状態がこの敷石住宅の状況でございます。 

次に、保存整備についてでございますが、保存整備につきましては、平成１３年に旧城

山町で、整備基本構想・基本計画を策定しております。合併後は、この計画を新市におけ

る計画として位置づけるために、整備検討委員会を設置いたしまして、発掘調査を実施し

てまいりました。今後は、遺跡の保存整備に向け、調査・検討などに取り組む予定でござ

います。 

なお、一番下側につきましては、これは市内の指定史跡が４カ所ございますが、その時

代的、年代的な位置をお示ししたもので、ご参考いただければと思います。 

以上で、議案第４４号の説明を終わらせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

◎溝口委員長 それでは、説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお

願いいたします。 

１つは、これを取得した後、どういうふうに市民に公開というのでしょうか、例えば、

田名向原遺跡のように建物を建てて、子どもたちの教育に資するような、そういう計画が

あるかどうかです。それが１点。もう１つは、まだ残っているところがあるわけですが、

これはいつごろ取得する予定なのか。その２点について、お願いしたいと思います。 

○山田文化財保護課長 まず、整備活用の考え方でございますが、先ほど説明しましたよう

に、平成１３年に旧城山町が、川尻石器時代遺跡歴史公園整備基本構想・基本計画を策定

してございます。今後は、新市全体の計画として位置づけるため、平成１９年度に川尻石

器時代遺跡調査整備検討委員会を設置し、これは委員が１０名おりまして、考古学、古環

境学、造園学、あるいは郷土史、こういった方々にご参画をいただいておりますが、これ

らの委員の方々のご意見を承りまして、今後、具体的にはどういうふうに整備をするか、

検討してまいる予定でございます。また、この川尻遺跡は、先ほど写真でもご紹介しまし

たが、敷石住居ですとか配石遺構といった石を使った遺構がたくさん発見されておりまし
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て、今後、この石を使った遺構の保存ですとか、あるいは活用の仕方、こういったことも

含めて検討をしてまいりたいというふうに考えております。 

もう１点は、残りの用地買収の関係でございますが、先ほど説明資料にございましたが、

現在、指定面積のうち、８５パーセントは取得済みでございまして、残りが１５パーセン

トでございます。筆数にしますと、７筆でございまして、未買収地の面積は３，４００平

方メートル余りということでございます。今後の予定でございますが、地権者の中には引

き続き買収していただきたいという方もいらっしゃいますし、中には、まだここにお住ま

いの方もいらっしゃいます。こういったそれぞれの土地の状況を見ながら、今後、さらに

取得してまいりたいと考えております。 

◎溝口委員長 いつごろかはわからないわけですね。 

○山田文化財保護課長 まだ具体的な時期は明言できませんが、できるだけ早目に取得をし

たいと、このように考えてございます。 

◎小林委員 取得価格が８，７００万円余りになりますけれども、これに対する国の補助と

いうのはどういう状況ですか。 

○山田文化財保護課長 まず、国の補助でございますが、国の補助金は８割が国から出ます。 

なお、今年度の買い上げにつきましては、公共用地先行取得等事業債という、いわゆる

市債を発行しまして、これを来年度、２３年度から１０年間にわたって償還をしてまいり

ます。その償還に対しまして、国の補助金が８割交付されるということでございます。 

◎溝口委員長 ほかに質疑、ご意見等ございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ありませんので、これより採決を行います。 

  議案第４４号、教育財産の取得の申出についてを原案どおり決するにご異議ございませ

んでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ご異議ございませんので、議案第４４号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎溝口委員長 次に、日程３の非公開案件の審議の前に、全体の中で、私から報告させてい

ただきます。 

この秋に行われた研究発表の件について、２点ほど皆様方にお伝えしておきたいと思い

ます。 
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１つは、青野原小中学校の研究発表についてでございますが、これは平成２２年、２１

年、相模原市教育委員会の小中一貫教育研究事業として指定され、平成２２年、今年です

が、本市教育委員会のパイロット校として研究発表されたものでございます。 

研究主題は、「豊かな学びと心を育む小中一貫教育を目指して」という主題で、「～学

校・地域の特色を生かした９年間の学習と生活～」という副題がついておりました。 

全校児童生徒は、小学校が７３名、中学校が４９名で、１２２名の児童生徒がいらっし

ゃるということですが、この児童生徒さんの体育館での合唱で私たちは迎えられたわけで

す。非常に元気な歌声で、なかなかすばらしい合唱だったように私は思いました。 

公開授業が行われたのですが、５、６校時という時程でしたけれども、小学校１年生は

英語の活動をしておりました。これは小学校１、２年生のために、小学校の先生が３名、

中学校の先生が１名、英語助手が１名、全部で５名の指導者がついて、動物になって遊ぼ

うという、そういうものを英語を通して学習したということでございました。 

それから、中学校１年生、これは国語の授業でしたけれども、微生物に関する国語の授

業でしたが、これを小学校の先生が担当していたのです。 

全体的に少人数のＴ．Ｔの授業が非常に多かったように思いました。先生が複数ついて、

その先生も、小学校の先生が中学校についたり、中学校の先生が小学校の授業を持ったり

ということで、非常に交流が盛んであったように思いました。 

地域の特色ということで、中学校２年生の社会科の授業は、身近な地域からとらえる人

口問題と未来の青野原というふうな題で、子どもたちが青野原という地域の将来について、

真剣に考えていたような授業でした。 

全体として、児童生徒は大変明るく元気で、先生も小中一貫ということをよく研究され

ておりまして、この研究テーマをよく理解し、実践している姿が見られまして、私たちも

非常に参考になった研究発表でございました。 

それから、もう１つは、平成２２年１１月２５日、一週間後ですが、相模原市立藤野南

小学校で研究授業が行われました。これは平成２１、２２、２３年、本市の教育委員会の

委託事業として行われた研究発表ですが、特色ある学校教育の研究校の指定を受けたとい

うことです。ですから、中間発表の授業公開ということでございました。 

研究主題は、「知ることを喜び、探求し、活用する力を育む環境教育」という研究主題

でございました。 

この藤野南小学校というのは、旧藤野町立の篠原小学校、菅井小学校、牧郷小学校、牧
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野小学校の４校が一緒になって、もとの牧野小学校のところに開校した学校です。全校児

童を合わせても、それでも７６名の小規模校でございます。この学校は、山の中というの

でしょうか、水、山、川、森、林、空気、これは学校資料に書いてございましたが、非常

にすばらしい自然環境に恵まれている学校でございます。 

平成１７年度に県の指定教育を受けました。それは食育に関する学びということで、地

産地消の形で食育指導の継承がなされていると。現在も、そういう意味で、食育指導が非

常に熱心になされている学校ということでした。なおかつ、地域の教育力として豊富な人

材がございまして、地域の子どもたちとのかかわりが非常に大きい学校であるというふう

なことを校長先生からお伺いいたしました。 

公開授業は３つありましたけれども、２年生の生活科は、地域探検ということで、実際

にその地域のお宅を訪ねて、室ですね、穴を掘って、そこにいろいろな食物を保管したり

するわけですけれども、その室を訪問しまして、それを教材としておりました。 

なおかつ、電子黒板、今、文部科学省でも推薦しておりますけれども、電子黒板を非常

に巧みに先生が使っておったのが印象的でございました。 

それから、もう１つ、３年生の総合的な学習の時間の授業、これについては大豆博士に

なろうという、大豆のことについての勉強でしたけれども、地域の農家から譲り受けたの

でしょうか、大豆がたくさん教室に置いてございました。その大豆が、学校給食にどのよ

うに調理されて使われているかというのを、一週間の献立を先生が示しながら、こんなふ

うにたくさんの大豆が使われているということを示されておりました。なかなか興味深く、

生徒が非常に大豆に興味を示しているところが印象的でした。 

それから、５年生の「つながっているね、水と森」という授業がございましたけれども、

これはまた非常に子どもたちに意識づけをする授業でございまして、南ネイチャーサポー

ターズの結成という札がついておりまして、全校生徒でネイチャーサポーターになって、

地域の自然環境の保全に取り組もうということを生徒に提案し、それを最終的に結成する

というための授業だったふうに思いました。 

この学校の各学年とも、児童が非常に活発に意見を出しておりました。なおかつ、地域

のことを真剣に考えているということが伺えて、両校とも将来楽しみな子どもたちが座っ

ているなという感じを受けた次第でございます。 

以上、この２校につきまして、研究発表がございましたので、報告させていただきまし

た。 
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ほかに、小林委員の方から報告をさせていただきますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

◎小林委員 それでは、私の方は夢の丘小学校と相原中学校、それに桂北小学校の３校があ

りました。 

まず、１１月１２日、夢の丘小学校ですが、平成２０年、２１年、２２年と、これは先

進的教育研究モデル校、Ｌ２１といっているそうですが、教育委員会との共同研究の性格

を非常に強く出した学校の研究でございました。 

テーマは「子どもの学びを育む授業づくり」で、サブタイトルに「教育的瞬間」、新し

い言葉だと思うのですが、「教育的瞬間を大切にした授業改善」と、こういうテーマでも

って、３年間の研究発表でございました。基本的には、授業づくりで学校を変えていくの

だという、大きな狙いがあるようでございました。 

その研究のスタイルでございますけれども、まず１つは、先生方に授業をデザインする

力を養ってもらうということで、教材分析、あるいは課題設定、それから、学習の筋道が

わかるようなしかけ、それと、子どもの活動を促すような発問、学びの足跡がわかる、見

取りというのですか、その５つの視点でもって、中核は協働の学びを構築するということ

でございました。 

特に、教育的瞬間というものをデザインする段階でもって組み入れていくという。その

教育的瞬間という言葉が私もよくわからなかったのですが、説明を聞いたり、あるいは授

業を実際に見てみますと、教師の出所なのです。授業の展開の中で、例えば、友達同士で

子どもたちが変容するチャンス、そこで教員がどうかかわっているか、あるいは子どもの

つぶやきを逃がさず、そこで教師がどうかかわるか。あるいは、子どもが支援を要請して

いるなというのを見落とさずに、教師がかかわっていくと。そういう教育的瞬間を授業の

中で非常に大事にしていきたいという構造づくりです。 

それから、もう１つは、先生方に授業を見る目を養ってもらおうと。言葉では非常に難

しい、新しい言葉なのですが、リフレクションという言葉です。リフレクションについて

よく調べてみると、教育学者のデューイが言っている「省察」という意味だそうですが、

どういうことかといいますと、授業中に見えた子どもの具体的な姿をもとに、教育的瞬間

を切り口に、今度は授業が終わってから、各学年団で分析するのです。大きな模造紙を机

の上に広げまして、それぞれ先生方はふせんを用意していまして、それで、メンターとい

う方がいるのです。全体を仕切る進行役というのですか、司会者がおりまして、その進み
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に従って、気づいた部分をふせんにメモしたものを先生方が貼りつけていくのです。そし

て、全体の授業の反省をしていくという形でございました。 

全体会では、３部会、低学年、中学年、高学年の報告がございましたけれども、それを

またリフレクション形式で、１人の先生が模造紙を黒板に貼りまして、そして、まとめて

いきましたけれども、このメンター役というのは非常に力がつくのではないか。みんなの

意見をきちんと聞きながら、全体構造をまとめていくと。また、全体会では、教育委員会

の西山担当課長が全体を進行してくれたのですが、非常に見事な采配のもとにまとめてい

きました。 

この学校にお邪魔しまして、一番気づいたのは、特に若い先生のフットワークが非常に

いいのです。そういう意味では、先生方が力をつけていくにはいい研究体制を組んでいる

なという感じがいたしましたし、さすがこの研究は３年間かけただけあって、県外からも

多くの方々が見学に見えておりまして、できれば、市内の先生方全員がこの研究材料をも

とに校内で研究するのもいいのではないかなというレベルの研究かと思います。 

それから、次に相原中学校ですが、これは昨年、平成２１年度に文部科学省の委託事業

として、電子黒板を活用した教育に関する調査研究校という指定を受けたそうです。それ

で、全普通教室に電子黒板が設置されておりまして、さまざまな授業で電子黒板等、ＩＣ

Ｔを効果的に活用することによって、生きる力を伸ばすのだという研究でございましたけ

れども、本年度は校内研究というスタイルで取り組んだ成果を発表いたしました。 

行ってみまして驚いたのは、子どもたちが電子機器関係を自分たちで操作できるのです。

これは多分、文部科学省の研究指定を受ける前に、相模原市の研究であったフロンティア

推進校というのですか、そこで、コンピュータの活用研究をやっていたその成果がきちん

とここで出てきているなという感じがいたします。先生方ももうかなり慣れているのです

が、子どもたちがそれ以上に機器に慣れて、縦横無尽にそこを操作していた姿が非常に印

象的でございました。参加者の中にはうらやましいなという姿が非常に見えたし、私とい

たしましても、こんなに効力のあるものが機器として入ったらいいなと思いましたけれど

も、これはやっぱりツールだと。１つの道具であって、基本的には先生方に授業の構成能

力がなければ、やはり生きてこないという意見はあちこちで聞きましたし、私もそういう

ふうに感じました。 

それで、これも総合学習センターの久保担当課長が、最後のまとめで、多岐にわたって

具体的に助言していた姿が参加者の中でも非常に役立ったのではないかと思います。 
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それから、もう１点が、１２月２日、相模湖にあります桂北小学校です。この学校も、

２０年、２１年、２２年と３年間にわたって、特色ある学校教育研究校委託校ということ

で、これは表現活動、特に国語科の言語活動を中心とした表現活動をやっておりました。

ここでふと思ったのは、非常に小規模らしいよさをきちっと出しているなと。 

特に、読書活動という時間があったのですが、１年生と２年生が一緒に詩の交換をやる

のです。詩を読む交換をするわけです。それで、１年生の方は、有名な工藤直子さんの

「やまのこもりうた」。そして、２年生は、まど・みちおさんの「しょうじきショベル」

という。これをそれぞれがかわりばんこに読みまして、合唱というのですか、声をそろえ

て詩を読み上げるわけですが、その中で、終わってからお互いに、１年生と２年生が、２

年生のこういうところがよかったと思います、こういうところが感動いたしましたという

意見を元気よく、全身を使っての発表がございました。これは１、２年生です。 

それから、５年生が３年生に読み聞かせをするとか、ほかのグループは４年生に読み聞

かせをする。そういうふうに、学年を超えた読書活動を行っていたと。 

それから、授業ですが、これがまたおもしろくて、特に５年生です。森林のおくりもの

という、森林の大切さを読み取る授業でございましたけれども、かなり読み取った段階で、

今、青根に住んでいる方なのですが、森林関係の会社を経営している方を実際にお呼びし

まして、そして、子どもたちとの意見交換。その方のお話があって、そして、森林のおく

りものを文章で読んだところで、疑問点を尋ねるという形の非常に立体的な授業展開が行

われていました。 

それから、３年生は、あの地区のお祭りが実は３つあるのですが、その３つのお祭りの

歴史、あるいはその意味を調べるために地域に出向いていって、インタビュー形式で地域

の方々に話を聞き、そして、材料を得てきて、それをまとめて発表すると。それで、意見

交換していくと。 

そういう形で、いずれにいたしましても、どちらも話すこと、聞くこと、それから、書

くこと、それから、読むことの本当に基礎基本的な知識・技能をつけるためのきめ細かな

研究をしているなと思いましたし、非常に子どもたちが活発な動きをしていたのが印象的

でございました。 

そして、ここのときには馬場指導主事がお見えになりまして、いよいよ２３年度から小

学校は新しい学習指導要領に入りますけれども、授業を見た上での本当に最終的なチェッ

クポイントを説明しておりました。そういう意味では、この研究がさらに深まっていくの
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ではないかというふうに期待しております。 

以上です。３点。 

◎溝口委員長 どうもありがとうございました。 

  この件については、何かございますでしょうか。 

◎小林委員 もう１ついいですか。 

夢の丘小学校は、カリキュラムが１つ、新しいスタイルが入っていまして、コミュニケ

ーションという授業が、１年生から６年生まで、年間平均３１時間から３３時間ぐらいセ

ットされているのです。これも、やはりほかの学校の先生方にもぜひ見ていただければな

という感じがいたしました。 

◎溝口委員長 ありがとうございました。 

  委員の方々から、ほかに何かございますでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 それでは、委員の方々からは特にご意見がないということでございますので、

事務局の方から何かございますでしょうか。よろしいですか。 

では、ここで次回の会議予定日を確認いたします。次回の会議は１月１３日木曜日、午

後２時から当教育委員会室で開催する予定でよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

◎溝口委員長 それでは、次回の会議は、１月１３日木曜日、午後２時の開催予定といたし

ます。 

では、これより先は非公開の審議といたしますので、傍聴人の方と、関係する職員以外

の方は退室をお願いいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立中学校教職員の人事について 

（公開しない会議 原案どおり可決） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎溝口委員長 以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

これをもちまして、定例会を閉会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   □閉   会 

午後３時０１分 閉会 


